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十
二
月
補
正
予
算
案
が
賛
成
多
数
で
可
決

ことば

坂
本
隆
司
委
員
（
自
民
）　

コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
、
家
族
は
入
院
患
者
と
の
面
会
が
規
制

さ
れ
て
い
る
。
家
族
は
、
患
者
が
会
話
で
き

る
う
ち
に
面
会
し
た
い
と
思
う
が
、
病
院
で

は
面
会
に
つ
い
て
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

医
療
機
関
内
で
の
感
染
防

止
の
た
め
、
面
会
時
間
や
人
数
を
制
限
す
る

ほ
か
、
モ
ニ
タ
ー
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
を
実
施
し
て
い
る
病
院

も
あ
る
。
今
後
も
、
医
療
機
関
に
対
し
、
面

会
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
面
会
方
法
な
ど
に

つ
い
て
適
切
に
検
討
す
る
よ
う
働
き
掛
け
る
。

（
ほ
か
に
、
首
都
圏
か
ら
の
移
住
促
進
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
王
国
い
ば
ら
き
を
目
指
す
取
り

組
み
な
ど
も
質
問
）

遠
藤
実
委
員
（
県
民
）　

保
育
士
修
学
資
金

貸
付
制
度
は
、
保
育
士
養
成
施
設
の
学
生
に

修
学
資
金
の
一
部
を
貸
し
付
け
る
も
の
で
、

県
内
の
保
育
士
養
成
に
非
常
に
大
切
な
事
業

で
あ
る
。
県
は
重
要
性
を
認
識
し
、
国
に
継

続
を
強
く
要
望
い
た
だ
き
た
い
が
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長　

こ
の
制
度
は

新
た
な
保
育
人
材
の
確
保
に
大
変
有
効
で
あ

り
、
貸
付
財
源
の
９
割
が
国
の
補
助
金
の
た

め
、
制
度
の
恒
久
化
と
財
源
確
保
を
国
へ
毎

年
要
望
し
て
い
る
。
引
き
続
き
こ
れ
ら
を
働

き
掛
け
る
と
と
も
に
、
制
度
の
周
知
に
努
め
、

保
育
人
材
の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
コ
ロ
ナ
検
査
体
制
の
充
実
、
ラ

ジ
オ
体
操
で
の
健
康
増
進
策
な
ど
も
質
問
）

山
中
た
い
子
委
員
（
共
産
）　

か
か
り
つ
け

患
者
以
外
も
受
け
入
れ
て
検
査
・
診
療
し
、

施
設
名
を
公
表
す
る
医
療
機
関
は
県
の
財
政

支
援
対
象
だ
が
、
そ
の
他
医
療
機
関
へ
の
支

援
、
医
療
従
事
者
へ
の
危
険
手
当
や
休
業
補

償
も
必
要
。
加
え
て
負
担
軽
減
の
た
め
、
県

が
一
元
的
に
受
診
調
整
す
べ
き
。
所
見
は
。

知
事　

協
力
金
支
給
（
三
要
件
 ※1

）
の
ほ
か
、

医
師
会
と
連
携
し
、
検
体
採
取
時
の
感
染
不

安
払
拭
や
各
種
支
援
制
度
な
ど
の
情
報
提
供

に
努
め
て
い
る
。
身
近
な
か
か
り
つ
け
医
や

受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
 ※2

か
ら
受
診
可
能
な

医
療
機
関
を
紹
介
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。

（
ほ
か
に
、
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
の
計
画
変
更
、

不
登
校
児
童
な
ど
へ
の
支
援
な
ど
も
質
問
）

石
塚
隼
人
委
員
（
自
民
）　

保
健
所
は
、
複

数
の
庁
舎
で
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
移
転

や
建
て
替
え
の
際
は
、
住
民
の
利
便
性
に
配

慮
し
た
整
備
な
ど
、
地
元
の
意
見
を
聴
い
た

上
で
、
整
備
方
針
を
判
断
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
長　

今
回
の
保
健
所
整
備
は
、

機
能
強
化
の
た
め
の
環
境
整
備
が
目
的
で
あ

る
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
一
方
、
住
民
の
利
便
性
な
ど
に

配
慮
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
整
備

に
当
た
っ
て
は
、
地
元
市
町
村
な
ど
、
関
係

者
の
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
不
法
投
棄
と
無
許
可
残
土
搬
入

等
対
策
、
自
殺
防
止
対
策
な
ど
も
質
問
）

田
村
け
い
子
委
員
（
公
明
）　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
多
様
化
す
る

ク
ラ
ス
タ
ー
の
対
策
を
今
後
ど
う
行
う
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

医
療
機
関
や
高
齢
者
福
祉

施
設
な
ど
で
は
、
新
た
に
組
織
し
た
茨
城
県

版
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
班
を
派
遣
し
て
感
染
防

護
指
導
な
ど
を
行
う
。
接
待
を
伴
う
飲
食
店

関
連
で
は
地
域
を
限
定
し
た
集
中
検
査
を
、

外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連
で
は
雇
用
す
る

企
業
を
通
じ
て
情
報
提
供
を
す
る
な
ど
、
業

務
が
著
し
く
増
加
す
る
保
健
所
の
体
制
を
適

宜
強
化
し
な
が
ら
、
対
応
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
認
知
症
対
策
お
よ

び
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
感
染
対
策
、
危
険

な
バ
ス
停
の
安
全
対
策
な
ど
も
質
問
）

臼
井
平
八
郎
委
員
（
無
所
属
）　

本
県
農
業

の
発
展
の
た
め
、
海
外
に
活
路
を
見
い
だ
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
。
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
農
産
物
の

輸
出
拡
大
に
向
け
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

営
業
戦
略
部
長　

輸
出
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

農
業
者
や
新
た
な
品
目
の
掘
り
起
こ
し
を

図
っ
た
結
果
、
今
年
度
新
た
に
、
白
菜
の
本

格
的
な
輸
出
が
実
現
し
た
。
引
き
続
き
、
海

外
と
の
商
流
を
生
か
し
、
既
存
販
路
に
お
け

る
輸
出
量
お
よ
び
品
目
の
拡
大
、
現
地
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
た
販
路
開
拓
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
、
県
立
農
業
高
校
に
お
け
る
魅
力

あ
る
授
業
づ
く
り
な
ど
も
質
問
）

鈴
木
将
委
員
（
自
民
）　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
財
源
確
保
は
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
国
へ
の
働
き
掛
け
の
状
況
や
今

後
の
見
通
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
意
気
込
み
は
。

知
事　

全
国
知
事
会
を
通
じ
て
国
に
財
源
確

保
を
要
望
し
、
「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

の
増
額
な
ど
が
実
現
し
た
。
今
後
も
同
様
の

支
援
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
働
き

掛
け
て
い
く
。
来
年
度
に
向
け
て
は
、
感
染

症
対
策
と
併
せ
て
、
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」

を
見
据
え
、
県
の
飛
躍
・
発
展
に
必
要
な
事

業
に
積
極
果
敢
に
挑
戦
す
る
予
算
を
編
成
し
、

県
民
と
共
に
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
本
県
産
日
本
酒
の
振
興
、
脱
炭

素
社
会
実
現
に
向
け
た
挑
戦
な
ど
も
質
問
）

　

国
の
予
備
費
執
行
を
踏
ま
え
て
実
施
す
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
策
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
な
ど
を
含
め
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
生
す
る
社
会
づ
く
り
」
に
向
け
た
施
策
な
ど
の
ほ
か
、

早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
課
題
対
応
の
た
め
に
必
要
な
事
業
予
算
を
計
上
し
た
、

十
二
月
補
正
予
算
案
（
約
四
百
五
十
二
億
円
）
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
二
月
補
正
予
算
案
に
計
上
さ
れ
た
主
な
事
業
（
■
：
新
規
事
業
）

　

⑴
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
（
四
百
四
十
五
億
八
千
三
百
万
円
）

　

①
感
染
拡
大
防
止
策
と
医
療
提
供
体
制
の
整
備
な
ど
（
三
百
八
十
二
億
千
七
百
万
円
）

　
　

・
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
に
備
え
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
・
受
入
病
床
の
拡
充

　
　

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
入
院
受
入
医
療
機
関
の
負
担
増
へ
の

　
　
　

支
援

　
　

・
県
立
高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
な
ど
に
お
け
る
感
染
症
対
策
の
た
め
の
ト

　
　
　

イ
レ
改
修

　
　

■
そ
の
他
の
県
有
施
設
に
お
け
る
感
染
拡
大
防
止
対
策

　
　

・
県
か
ら
の
営
業
時
間
短
縮
要
請
に
応
じ
た
飲
食
店
な
ど
へ
の
協
力
金
支
払
い

 

な
ど

　

②
県
民
生
活
な
ど
へ
の
支
援
（
四
十
二
億
五
千
二
百
万
円
）

　
　

■
県
立
高
等
学
校
特
別
教
室
・
体
育
館
に
お
け
る
感
染
症
対
策
の
た
め
の
空
調

　
　
　

設
備
の
整
備

　
　

・
県
立
高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
な
ど
に
お
け
る
教
員
用
端
末
・
デ
ィ
ス
プ

　
　
　

レ
イ
の
整
備 

な
ど

　

③
県
内
産
業
な
ど
へ
の
支
援
（
十
一
億
千
五
百
万
円
）

　
　

■
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
地
域
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

　
　

■
貸
切
バ
ス
事
業
者
・
自
動
車
運
転
代
行
業
者
の
事
業
継
続
な
ど
へ
の
支
援

　
　

■
休
業
に
よ
り
入
館
料
収
入
が
減
少
し
た
県
有
施
設
の
指
定
管
理
事
業
者
な
ど

　
　
　

へ
の
支
援 

な
ど

　

④
今
後
へ
の
備
え
（
十
億
円
）

　
　

・
予
備
費

　

⑵
県
政
の
課
題
な
ど
へ
の
対
応
（
六
億
千
八
百
万
円
）

　
　

■
勤
務
医
の
労
働
時
間
短
縮
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
す
る
医
療
機
関
へ
の
支
援

　
　

 

な
ど

新 新新 新 新新 新

新

※1【三要件】…県が医療機関に対し、応援・協力金を支給するための三つの条件。①かかりつけ患者以外の患者の受け入れ、②相談・診療・検査まで一連の対応、③施設名の公表。
※2【受診・相談センター】…かかりつけ医を持たない方などに対し、発熱時等に受診が可能な地域の医療機関を案内する。本県では県庁と各保健所に受診・相談センターを設置

している。

12
月
10
日（
木
）　

坂さ
か
も
と本　
　

隆り
ゅ
う
じ司

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

遠え
ん
ど
う藤　
　
　

実
ま
こ
と（

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

山や
ま
な
か中　

た
い
子こ

（
日
本
共
産
党
）

石い
し
つ
か塚　
　

隼は
や
と人

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

田た
む
ら村　

け
い
子こ

（
公　
　

明　
　

党
）

臼う
す
い井　

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎
（
無　
　

所　
　

属
）

鈴す
ず
き木　
　
　

将
ま
さ
し（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

予 算 特 別 委 員 会

質問の録画映像
は、こちらから
ご覧になれます


